
『みえない時間に，みえない場所で，みえない
誰かを想い…』。この言葉はある CMで使われて
いた曲の歌詞※の一部です。私が学ぶものづくり
の世界，土木の世界はまさしく，この歌詞のとお
りだと思います。それを，「誰にも気づかれない
地味な仕事」と言われたり，「男社会のきつい仕
事」と捉える人も中にはいるでしょう。でも，決
してそんなことはないと思うのです。
私が工業高校，しかも土木の学科に入学しよう

と思ったきっかけは，水害を経験したことからで
した。私の暮らす地域の多くの場所で，床上・床
下浸水が発生し，小屋が流されたり，橋に流木が
つっかえ，川の水があふれ出ました。五十年に一
度，百年に一度の豪雨により，様々な被害が発生
しました。私の家も沢からの水により浸水し，土
砂によって池や畑が埋まりました。当時，小学一
年だった私でもこの状況はただ事ではないと，不
安や心配で怯えていたのを今でも鮮明に覚えてい
ます。明日どうなるのかもわからない中で，私に
とって希望に見えたのが，地区中のあちらこちら
で，毎日全力で復旧作業にあたる土木関係の方々
の姿や，私の家の復旧に関わっていただいた建設
業者さんや大勢のボランティアの皆さんの姿でし
た。夏休み中の出来事だったので，普段はなかな
か見ることのない土木作業を間近で見ることがで
きて，私自身初めて土木工事に対して興味を持つ
きっかけとなりました。それから後に家の裏に砂
防ダムの建設が始まったり，土砂災害の出前授業
を体験したり，身近でものづくり，特に土木の必
要性と大切さを学ぶ機会をたくさん経験すること
ができました。
水害での経験や，ものづくりに関わる経験は誰

でも得られるものではありません。私だから持っ
ている貴重なものです。そんなことを考えたとき
に，工業高校で土木を学ぶことが自分らしい進路
選択だと決断しました。高校では，土木について
の知識や技術を学んでいます。今までであれば行
けなかったダムの内部を見学したり，測量機器に
触ったり，高校に入学してからの短い間で，今ま
ででは考えられないような新しい経験をしながら
日々学んでいます。そんな高校での時間や，私自
身が人生の中で経験したことなどを織り交ぜてこ
の作文を書こうと考えだしたとき，ある事に気づ
きました。
水害の時に復旧に関わっていた建設業者の方々
も，今現在学んでいる工業技術も，見えない誰か
が毎日を笑顔で過ごすためのものだということ。
普段誰にも気づかれなくとも，私たちが日常を過
ごすために全力を注いでいるのが，土木のものづ
くりだということです。ものづくりは，見えない
もの。見えない誰かを思って，今日も朝から働く
工事関係者の皆さんこそ，私は世の中の真の
HERO であると思います。なぜなら，HERO は
そう簡単に姿を見せてはくれないのだから。
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※‌�出典：応援ソング　作詞：
三菱電機ビルソリューショ
ンズ（株）CM制作チーム
（旧 三菱電機ビルテクノ
サービス（株）），2016 年
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